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③ メダイチドリ 

 

一般生態 春と秋に干潟で数十羽の群れで確認される。シロチドリより泥っぽいと

ころで採餌し、ゴカイ類をよく捕らえる。 

確認時期 本年度は、春～夏季に確認され、確認個体数は平成 8～9 年度、平成 14

年度に比べて少なかった。 
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分布状況 

確認個体数の比

較 

 夏季の採餌場所を図 3-10 に示す。 

 採餌場所は、ふなばし三番瀬海浜公園、養貝場であり、平成 8～9 年

度同様であった。 

 夏季の休息場所を図 3-11 に示す。 

 休息はふなばし三番瀬海浜公園周辺、猫実川河口周辺でみられた。猫

実川河口での休息は平成 8～9 年度にはみられていないが、本年度は、

猫実川河口付近に形成された干出域で休息がみられた。 

 休息個体は確認個体数が少ないため、明確ではないが、地形の変化に

よって休息場所が拡大していた可能性が考えられる。 
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図 3-10 夏季におけるメダイチドリの密度分布（採餌場所） 
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図 3-11 夏季におけるメダイチドリの密度分布（休息場所） 
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④ ダイゼン 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 19 年 8月 28 日 

ふなばし三番瀬海浜公園 

一般生態 旅鳥として春は 3～5 月、秋は 8～10 月に渡来する。干潟、河口の三角

州、砂浜などの砂泥地に生息し、昆虫、甲殻類、貝類、ゴカイ、植物の

種子などを採餌する。 

確認時期 平成 8～9年度と同様、5月、9月の確認個体数が多かった。 
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分布状況 

 

 夏季の採餌場所を図 3-12 に示す。 

 採餌は、潮位が低下する時間帯が最も多くなり、潮位が上がり始める

と減少した。採餌場所はふなばし三番瀬海浜公園及び周辺の干潟、養貝

場周辺が主体で、平成 8～9年度と大きな変化はなかった。 

 夏季の休息場所を図 3-13 に示す。 

 休息は、潮位が高くなる時間帯に多くなり、船橋防泥柵周辺や養貝場

で多くみられた。なお、平成 8～9年度と比較すると、平成 8～9年度に

はふなばし三番瀬海浜公園の沖や日の出の前面でも休息がみられたが、

今年度はこの海域での休息はみられなかった。 
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図 3-12 夏季におけるダイゼンの密度分布（採餌場所） 
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図 3-13 夏季におけるダイゼンの密度分布（休息場所） 
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⑤ キョウジョシギ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 19 年 8月 28 日 

ふなばし三番瀬海浜公園 

一般生態 旅鳥として日本各地に渡来し、砂浜や河口の砂泥地のほか岩石地や砂利地

の海岸などで甲殻類、貝類、ハマトビムシなどを採餌する。 

確認時期 平成 8～9年度と同様、主に 5月及び 8月に確認された。 
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分布状況  夏季の採餌場所を図 3-14 に示す。 

 採餌は、潮位の高い時間帯から潮位が低下する時間帯までみられ、潮位

との明瞭な関係はみられなたった。潮位の高い時間帯にはふなばし三番瀬

海浜公園の汀際付近や日の出の護岸上で採餌する個体が多くみられた。主

な採餌場所はふなばし三番瀬海浜公園周辺、養貝場及び日の出の前面であ

り、日の出の護岸上では、カキ殻の付着した護岸でカニ類を採餌するもの

が確認された。 

 平成 8～9年度は日の出前面での採餌がほとんどなく、採餌場所が拡大

する傾向を示していた。 

 夏季の休息場所を図 3-15 に示す。 

 キョウジョシギの休息は、夕方の 17 時から増加した。休息場所は船橋

防泥柵周辺、日の出前面の護岸付近であった。平成 8～9年度は防泥柵の

沖側での休息が多かったが、本年度はこの場所での休息は確認されなかっ

た。 
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図 3-14 夏季におけるキョウジョシギの密度分布（採餌場所） 
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図 3-15 夏季におけるキョウジョシギの密度分布（休息場所） 

 


